
令和３年度 第５回 神戸中学校学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和３年１２月１１日（土）９：００～１０：５０ 

 

２ 場 所  神戸中学校会議室 

 

３ 出席者  委員：是枝徳義，山本陽子，林佳代子，北村 武，高山 剛， 

松嶌康博，木村元彦（学校長） 

       教育委員会：杉谷直俊（教育支援課） 

       学校教職員：草川哲郎（教頭），樋口智己（教頭）， 

             早川宜成（教務主任） 

       欠席：阿部雅登（委員），兼丸良政（委員） 

 

４ あいさつ（委員長） 

  新型コロナウイルス感染の広がりが収まってきたかの状況かと思っていたが，新 

たなオミクロン株の広がりが懸念される。 

また，愛知県内での中学生による事件が報道されているが，ネット上での人間関 

係などが心配される。 

コロナ禍にあってフレールといわれるように健康の維持，健康づくりの大切さが 

求められているが，家に閉じこもることで精神的な不安感や負担が大きくなってき 

ていることも心配である。 

学校や地域で子供の様子をよく見てほしい。 

 

５ 報告 

（１）第４回学校運営協議会実施報告書 

  学校長から，事務局で取りまとめた実施報告書の確認を依頼し，了承を得る。 

（２）学校や生徒の様子について（別紙学校通信等） 

  学校長から，発行済学校通信等をもとに最近の学校生活の状況等について説明す 

る。また，土曜スクールの実施状況について説明する。 

 

６ 土曜スクール参観 

  会議室及び北棟多目的教室で実施している土曜スクールの様子を参観する。 

  （委員からの意見等） 

   ・和やかに高校生に聞きながら行っている雰囲気が良かった。 

   ・中学生も高校生もすごくまじめに取り組んでいることを実感した。 

   ・土曜スクールについてのイメージが希薄であったが，実際に目にしてみてと 

ても良い取組と思った。 

   ・兄弟姉妹での教え合いもなくなってきている中で，高校生にとって下の年齢 

の子を教えることはよい経験と思う。 



   ・今後もぜひ継続し，地域との連携としてよい意味でつながりを作っていって 

ほしい。 

   ・高校生が，視線を下げて丁寧に中学生を教えている姿はすごいと感じた。 

   ・高校生もテストや模試に追われているところもあり，ゆとりをもって参加で 

きるようになれば良いと思った。 

 

７ 協議 

（１）R2 年度学校関係者評価指摘事項の改善状況について 

  学校長から，令和 2年度学校関係者評価における指摘事項について，改善状況や 

取組状況等を説明する。 

   ・不登校の改善には，保護者の協力を得ていく必要があるのではないか。 

   ・勉強への不安感がある生徒には，学校外での学びの場を紹介していく必要が 

あるのではないか 

   ・不登校の改善は，学校だけではなく地域でないと助けられないことがあると 

考える。 

   ・学力や不登校の課題に加え，交通事故の課題も取り上げる必要がある。交差

点での飛び出しへの苦情が多い実態がある。 

   ・交通事故についても他のことについても，生徒には自立して判断し生活して 

いくことができる力をつけてほしい。 

   ・神中テラスや放課後学習には，先生方が付き添っていただいているのか。 

    （教務主任）各教科の先生が付き添って質問に答えたり，補充学習を実施し 

たりしている。 

 

（２）教職員の勤務状況について 

  学校長から，令和３年度４月から１１月までの総時間外勤務時間，時間外平均時 

間，時間外 45 時間超勤務教職員割合，休暇取得日数の現状について，令和２年 

度，令和元年度の実績とともに示し，勤務状況について説明する。 

また，働き方改革を進めることで協働型のコミュニティスクールの進展にもつな 

げていければと考えていることについて説明する。 

  （委員からの意見等） 

・先生方には，良い精神状態で生徒の前に立っていただきたいと願っている。 

・調査等は減っている実態にあるのか。 

    （学校長）なかなか減っていないのが実情である。 

   ・時間外に占める要因はどのようなものなのか。 

    （学校長）授業準備，ノートや提出物の整理点検，一般事務などである。 

   ・部活動の顧問かどうかで差はあるのか。 

    （学校長）部活動指針の策定により，以前より活動時間の縮減や効率的に実 

施できるようになっているが，顧問かどうかでの差は生じている。 



７ その他 

（１）R3 年度学校関係者評価について 

  学校長から，令和 4年 1月になる学校評価シートが整ったら，各委員に学校関係 

者評価を依頼する予定であることを伝える。 

 

（２）校区学校運営協議会代表者会及び全体会の開催について 

  学校長から，令和 4年 12 月 24 日（金）に，校区各小中学校委員長と校長とで構 

成する代表者会を実施し，全体会開催について協議することを伝える。 

 

（３）R4 年度学校経営の構想（案）について 

  学校長から，令和 4年度学校経営の構想（案）について説明するとともに令和 4年 

度学校経営の構想（案）を基に学校経営方針を作成し，令和 4年度第 1回学校運営 

協議会で提案することを伝え，了承を得る。 

 

（４）第６回学校運営協議会  令和４年２月 18 日（金）18 時 00 分 

 次回の学校運営協議会を，令和４年２月 18 日（金）18 時 00 分から開催すること 

を確認する。 


